
「学習端末の必要性能等」（県教委HPに掲載）を目安に購入してください。
※保証が充実した県指定の販売サイトの端末との比較をおすすめします。

購入補助金申請の際は端末の
宛名入り領収書が必要となります。

（別紙2のＱ９を参照）
※宛名入りであれば、レシートタイプの領収書も可。

２ 県指定の販売サイト以外（家電量販店や通販サイト等）で購入

上記のQRコードにアクセスし、サイトの下部「沖縄県電子申請システムへの
アクセス」のリンクをクリック（またはタップ）
「沖縄県ホームページ＞申請・手続き＞電子申請」からもアクセス可
手続名：県立高等学校学習者用端末購入補助事業費補助金 交付申請

３ 沖縄県電子申請システムにアクセス

県指定の販売サイト以外で学習端末を購入した場合の
補助金申請方法の流れについて

令和７年３月

別紙２【よくある質問・注意事項】に、よくある質問や注意事項
（購入補助の対象とならない事例等）が記載されています。

購入前に、必ず確認してください。

１ 端末等を購入する前に、別紙2【よくある質問・注意事項】を
参照し、補助の条件等を必ず確認してください。

裏面へ続く

申請は県の電子申請システムより可能です

※電子申請システムだけで申請を完結することができます。
※ただし、補助金の振込先を生徒名義ではなく保護者名義にする場合

は、紙の「依頼書」に押印して教育DX推進課に郵送する必要があ
ります。

※購入補助金の申請期間は9月30日まで「期限厳守」となります。
申請期間を過ぎるといかなる理由であれ、受付ができません。
余裕を持った申請をお願いします。

(１) 「利用者登録をせずに申し込む方はこちら」をクリック。（利用者登録しても可能）

(２) 説明を読んで「同意する」をクリック。

(３) 連絡先メールアドレスを入力し、「完了する」をクリック。

→ 登録したメールアドレスあてに、補助金申請の入力画面のURLが届きます。

４ 沖縄県電子申請システムの手続申込

申請期間：R7.4.24～9.30

県教委HP

（別紙１）



内容を審査後、補助金の交付決定等について、学校を通して文書で通知いたします。

審査等に時間を要するため、補助金の振込みは12月以降になる見込みです。

※二重申請や無資格者の申請等による不適切な受給が確認された場合は、補助金の返還

を命ずる場合があります。

メールに届いたURLから開いた入力画面で、必要事項を入力してください。

以下の資料の画像データの添付が必要ですので、あらかじめ撮影してから入力作業を

行ってください。

①宛名入り領収書（別紙２のQ９を参照）

②生徒の通帳等（金融機関名、支店名、口座名義人及び口座番号が確認できるもの）

※保護者の通帳で手続きすると、別途、押印された依頼書の郵送が必要となります。

③学生証

④購入した機器の写真（箱から出して本体を撮影してください）

すべて入力し「確認へ進む」 をクリック。修正がなければ「申込む」をクリック。

申込が完了しましたら、教育委員会で審査いたします。

例年、電話やメールでの連絡が取れない家庭があります。申請時には確実に連絡が取

れる電話番号及びメールドレスの入力をお願いいたします。

申請内容に不備があった場合、連絡が取れず、修正ができないまま期限を過ぎますと、

購入補助金をお支払いすることができません。あとからの異議申し立ても出来ません。

予めご了承ください。

【審査事項例】

①記入した氏名、住所に間違いがないか。

②宛名入り領収書があるか。

※メルカリ等、匿名のフリマアプリなどでは領収書やレシートが発行されません。

領収書がない場合は、補助対象外となります。

③通帳が生徒本人の氏名になっているか。保護者の通帳で申請する場合は依頼書に

押印して、教育DX推進課に郵送しているか。

④送付する画像の文字が確認できるか。光の反射や白ボケで文字が読めなくなって

いないか。

⑤購入した端末は補助対象の機種（ChromeOS, iOS, Windows, MacOS）であるか。

※Android OSの端末は補助対象外です（学校で使用することもできません）

申請に不備等がある場合は、連絡いたします。

スムーズな支払いのため、速やかな修正をよろしくお願いします。

５ 沖縄県電子申請システムへの入力

６ 申請書等の不備の確認

７ 補助金の振込み

お問い合わせ先 ： 沖縄県教育庁教育DX推進課 TEL：098-894-3265
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